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第
２
回
中
央
執
行
委
員
会

（
２
０
２
３
年
９
月
15
日
開
催
）

に
て
、
２
０
２
３
秋
闘
闘
争
委
員

会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
同
日
開

催
さ
れ
た
、
第
１
回
闘
争
委
員
会

で
は
加
盟
組
合
が
２
０
２
３
秋

闘
に
臨
む
に
あ
た
り
、
最
近
の

特
徴
的
な
動
き
、産
業
の
状
況
、

闘
争
委
員
会
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
確
認
し
ま
し
た
。
今
回
は

そ
の
２
０
２
３
秋
闘
第
１
回
闘

争
委
員
会
の
確
認
事
項
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

最
近
の
特
徴
的
な
動
き

内
閣
府
が
２
０
２
３
年
８
月

に
発
表
し
た「
月
例
経
済
報
告
」

に
よ
る
と
、「
景
気
は
、
緩
や

か
に
回
復
し
て
い
る
。
先
行
き

に
つ
い
て
は
、
雇
用
・
所
得
環

境
が
改
善
す
る
下
で
、
各
種
政

策
の
効
果
も
あ
っ
て
、
緩
や
か

秋
闘
秋
闘  

闘
争
委
員
会
設
置

闘
争
委
員
会
設
置

秋
闘
闘
争
体
制
を
確
認

秋
闘
闘
争
体
制
を
確
認

魅
力
あ
る
産
業
の
実
現
に
む
け
て

魅
力
あ
る
産
業
の
実
現
に
む
け
て

２
０
２
３
秋
闘
要
求
チ
ェ
ッ
ク
を
し
よ
う
！

２
０
２
３
秋
闘
要
求
チ
ェ
ッ
ク
を
し
よ
う
！
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な
回
復
が
続
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
た
だ
し
、
世
界
的
な
金

融
引
締
め
に
伴
う
影
響
や
中
国

経
済
の
先
行
き
懸
念
な
ど
、
海

外
景
気
の
下
振
れ
が
我
が
国
の

景
気
を
下
押
し
す
る
リ
ス
ク
と

な
っ
て
い
る
。ま
た
、物
価
上
昇
、

金
融
資
本
市
場
の
変
動
等
の
影

響
に
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ

る
。」
と
し
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た

２
０
２
３
年
６
月
の
有
効
求
人

倍
率
（
季
節
調
整
値
）
は
、
１
・

３
０
倍
と
な
り
、
前
月
を
０
・

０
１
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
規
求
人
倍
率
（
季

節
調
整
値
）
は
２
・
３
２
倍
と
な

り
、
前
月
を
０
・
０
４
ポ
イ
ン
ト

下
回
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
産
業

別
に
み
る
と
、
宿
泊
業
・
飲
食

サ
ー
ビ
ス
業
（
１
・
３
％
増
）、

医
療
・
福
祉
（
０
・
９
％
増
）、

学
術
研
究
・
専
門
・

技
術
サ
ー
ビ
ス
業

（
０
・
８
％
増
）
で
増

加
と
な
り
、
製
造
業

（
11
・
０
％
減
）、
建

設
業
（
７
・
２
％
減
）、

教
育
・
学
習
支
援
業

（
２
・
６
％
減
）
な
ど

で
減
少
と
な
り
ま
し

た
。総

務
省
が
発
表
し

た
２
０
２
３
年
７
月

の
労
働
力
調
査
に
よ

る
と
、
完
全
失
業
率

は 

２
・
７
％
と
な
り
、

前
月
よ
り
０
・
２
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し

た
。
完
全
失
業
者
数

は
１
８
３
万
人
で
前
年
同
月
に

比
べ
て
７
万
人
増
加
し
、
３
年

ぶ
り
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
主
な
産
業
別
就
業
者
を

前
年
同
月
と
比
べ
る
と
、「
医
療
・

福
祉｣

、｢

建
設
業｣

、 「
卸
売
業
・

小
売
業｣

な
ど
が
増
加
し
、
次

い
で
「
宿
泊
業
・
飲
食
サ
ー
ビ

ス
業
」の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

産
業
の
現
状

観
光
庁
が
発
表
し
た
主
要
旅

行
業
者
の
２
０
２
３
年
６
月
分

の
総
取
扱
額
は
、
２
０
１
９
年

同
月
比
に
お
い
て
、海
外
旅
行
、

外
国
人
旅
行
に
つ
い
て
は
先
月

と
比
較
す
る
と
ほ
ぼ
横
ば
い
の

状
況
で
、国
内
旅
行
は
約
９
割
、

合
計
で
は
71
％
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。

宿
泊
旅
行
統
計
調
査
に
よ
る

と
、
客
室
稼
働
率
は
６
月
が
全

体
で
55
・
６
％
、
７
月
は
57
・

８
％
と
な
り
、
と
も
に
前
年
を

10
％
程
度
上
回
り
ま
し
た
が
、

２
０
１
９
年
比
で
は
６
月
が
５
・

サ
ー
ビ
ス
連
合
に
て
作
成
し
た
『
２
０
２
３
秋
闘
要
求
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
』
に
基
づ
き
、

各
項
目
が
要
求
で
き
て
い
る
か
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

□ 

中
期
的
な
賃
金
目
標
「
35
歳
年
収 

５
５
０
万
円
」
の
考
え
方
を
堅
持
す
る

□ 

賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
（
制
度
に
よ
る
自
動
的
上
昇
分
を
含
む
）

□ 

実
質
的
な
賃
金
改
善
が
可
能
な
加
盟
組
合
は
１・０
％
以
上
の
水
準
を
も
っ
て
賃
金
改
善

□ 

指
標
に
基
づ
く
一
時
金
水
準
の
回
復
、
向
上

□� 

年
間
４
ヵ
月
相
当
の
一
時
金
、
既
に
年
間
４
ヵ
月
を
確
保
し
て
い
る
場
合
は
前
年
実
績
以
上

□ 

月
例
給
４
，３
０
０
円
以
上
・
時
間
給
34
円
以
上
の
賃
金
改
善

□ 

不
合
理
な
労
働
条
件
の
是
正
（
休
暇
・
手
当
・
施
設
の
利
用
等
）

□ 

正
社
員
と
の
整
合
性
が
確
保
さ
れ
た
人
事
・
賃
金
制
度
の
導
入

□ 

正
規
労
働
者
へ
の
登
用
機
会
の
設
定

□ 

無
期
転
換
後
の
労
働
条
件
の
引
上
げ

□ 

産
業
別
最
低
保
障
賃
金
の
協
定
化

□ 

ポ
イ
ン
ト
年
齢
別
最
低
保
障
賃
金
の
協
定
化

□� 

「
第
５
期
時
短
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
い
た
、
年
間
総
実
労
働
時
間
の
短
縮

へ
の
取
り
組
み

□ 

総
実
労
働
時
間
の
年
間
20
時
間
短
縮
へ
の
取
り
組
み

□ 

両
立
支
援
・
男
女
平
等
社
会
の
実
現
に
む
け
た
統
一
対
応
へ
の
取
り
組
み

□ 

子
の
看
護
休
暇
お
よ
び
介
護
休
暇
制
度
の
有
給
化

□ 

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
へ
の
対
応
と
男
性
の
育
児
休
業
取
得
促
進

□ 

男
女
平
等
参
画
計
画
で
定
め
た
取
り
組
み

□ 

男
女
間
賃
金
格
差
、
男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
の
公
表
に
む
け
た
労
使
協
議

□ 

60
歳
以
降
の
雇
用
の
確
保
に
関
す
る
取
り
組
み

□ 

希
望
者
全
員
が
65
歳
ま
で
働
く
場
を
確
保
で
き
る
制
度
導
入

□ 

70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保
に
関
す
る
労
使
協
議
を
お
こ
な
う
（
定
年
延
長
等
）

□ 

60
歳
以
降
の
労
働
条
件
に
つ
い
て
著
し
く
低
下
し
な
い
よ
う
労
使
協
議
を
お
こ
な
う

□ 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
対
応
に
つ
い
て
の
点
検
活
動

１ 

正
規
労
働
者
の
賃
金
改
善
・
一
時
金

２ 

契
約
社
員
や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
等
の
待
遇
改
善

３ 

最
低
保
障
賃
金
に
つ
い
て

４ 

同
時
要
求
項
目

20232023

０
％
減
、
７
月
は
５
・
５
％
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調
査

に
よ
る
２
０
２
３
年
４
～
６
月

期
の
月
別
日
本
人
国
内
旅
行
者

数
は
、
４
月
は
３
８
９
０
万
人

（
対
２
０
１
９
年
比
16
・
９
％

減
）、５
月
は
５
２
９
５
万
人（
同

22
％
減
）、
６
月
は
４
１
８
０
万

人
（
同
15
・
４
％
減
）
と
な
り
、

２
０
１
９
年
度
４
～
６
月
期
と

比
較
す
る
と
16
・
９
％
減
ま
で

回
復
し
て
い
ま
す
。

航
空
貨
物
運
送
協
会
の
発
表

に
よ
る
２
０
２
３
年
１
月
か
ら

６
月
の
国
際
航
空
貨
物
取
扱
実

績
は
、
前
年
と
比
べ
て
輸
入
は

件
数
で
87
・
37
％
、
重
量
で
74
・

10
％
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

輸
出
は
件
数
で
83
・
90
％
、
重

量
で
69
・
61
％
と
な
り
ま
し
た
。

加
盟
組
合
が
秋
闘
に

臨
む
に
あ
た
り

各
加
盟
組
合
は
、
要
求
実
現

に
む
け
労
働
条
件
の
改
善
に
全

力
を
傾
注
す
る
と
と
も
に
、
次

な
る
２
０
２
４
春
季
生
活
闘
争

も
見
据
え
徹
底
し
た
労
使
協
議

を
展
開
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

闘
争
委
員
会
の
取
り
組
み

第
23
回
定
期
大
会
に
て
確
認

し
た
２
０
２
３
秋
闘
方
針
に
も

と
づ
き
、
闘
争
委
員
会
は
、
加

盟
組
合
と
相
互
連
絡
を
密
に
し

て
状
況
を
把
握
し
、
効
果
的
に

交
渉
内
容
を
波
及
で
き
る
体
制

を
構
築
さ
せ
る
と
と
も
に
加
盟

組
合
へ
支
援
を
お
こ
な
い
ま
す
。

10 月 13 日 第 2 回闘争委員会
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最
低
賃
金
と
は
、
使
用
者
が

労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
賃
金
の
最
低
額
を
定
め

た
制
度
で
す
。
最
低
賃
金
は
、

「
最
低
賃
金
法
」
と
い
う
法
律
で

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
低
賃
金
額
よ
り
低
い
賃
金

で
契
約
し
た
場
合
は
無
効
と
さ

れ
、
最
低
賃
金
額
と
同
様
の
定

め
を
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
使
用
者
が
最
低
賃

金
以
上
の
賃
金
を
支
払
っ
て
い

な
か
っ
た
場
合
、
使
用
者
は
労

働
者
に
そ
の
差
額
を
支
払
う
必

要
が
あ
る
と
と
も
に
、
罰
則
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

平
成
29
年
３
月
28
日
、
政
府

や
有
識
者
等
で
開
催
さ
れ
た「
働

き
方
改
革
実
現
会
議
」
に
お
い

て
「
働
き
方
改
革
実
行
計
画
」

が
会
議
決
定
さ
れ
、
最
低
賃
金

に
つ
い
て
は
『
年
率
３
％
程
度

を
目
途
と
し
て
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ

成
長
率
に
も
配
慮
し
つ
つ
引
き

上
げ
て
い
く
。
こ
れ
に
よ
り
、

全
国
加
重
平
均
が
１
，０
０
０
円

に
な
る
こ
と
を
目
指
す
。
こ
の

よ
う
な
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

に
向
け
て
、
中
小
企
業
、
小
規

模
事
業
者
の
生
産
性
向
上
等
の

た
め
の
支
援
や
取
引
条
件
の
改

善
を
図
る
。』と
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
低
賃
金
は
、
都
道
府
県
ご

と
に
定
め
ら
れ
て
い
る
「
地
域

別
最
低
賃
金
」
と
、
特
定
の
産

業
ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い
る「
特

定
最
低
賃
金
」
の
２
種
類
あ
り

ま
す
。
最
低
賃
金
の
金
額
は
、

都
道
府
県
ご
と
に
設
置
さ
れ
て

い
る
最
低
賃
金
審
議
会
に
よ
る

審
議
を
経
て
毎
年
改
定
さ
れ
ま

す
。
審
議
会
は
、
公
益
委
員
・

労
働
者
側
委
員
・
使
用
者
側
委

員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
労
働
者

側
代
表
と
し
て
連
合
が
参
加
し
、

毎
年
の
引
き
上
げ
に
注
力
し
て

い
ま
す
。「
地
域
別
最
低
賃
金
」

は
、２
０
２
３
年
１
０
月
以
降
、

全
国
平
均
で
１
，０
０
４
円
（
時

間
額
）
に
な
り
ま
し
た
。

2023年10月より地域別最低賃金が引き上げられました

最低賃金って何？

2023年10月以降の地域別最低賃金

皆
さ
ん
は
自
分
が
実
際
に
働

い
て
い
る
時
間
を
把
握
し
て
い

ま
す
か
？
厚
生
労
働
省
で
は「
過

労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
」
に

基
づ
き
、
11
月
を
『
過
労
死
等

防
止
啓
発
月
間
』
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
取
り
組
み
は
過
労
死

等
を
防
止
す
る
こ
と
の
重
要
性

に
つ
い
て
自
覚
を
促
し
、
関
心

と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
毎
年

11
月
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
連
合
で
は
過
労
死

防
止
の
観
点
か
ら
こ
の
時
期
を

労
働
時
間
適
正
化
月
間
と
し
て
、

時
間
外
労
働
、
休
日
労
働
の
削

減
に
む
け
て
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を

作
成
し
ま
し
た
。
職
場
に
掲
示

し
、
業
務
効
率
化
の
促
進
、
時

間
外
労
働
発
生
要
因
の
見
極
め

な
ど
組
合
員
の
意
識
を
高
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
時
間

外
労
働
の
削
減
に
む
け
た
労
使

交
渉
、
職
場
点
検
活
動
を
積
極

的
に
お
こ
な
い
ま
し
ょ
う
。
最

近
で
は
テ
レ
ワ
ー
ク
や
副
業

に
よ
り
過
重
労
働
に
つ
な
が
る

ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

適
正
な
時
間
管
理
に
つ
い
て
も

併
せ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

で
す
。

11月は
過労死等防止
啓発月間です!

①時間外労働（休日労働は含まず）の上限は、原
則として月45時間・年360時間となり、臨時的
な特別の事情が無ければこれを超えることは
できません。

②臨時的な特別の事情があって労使が合意する
場合でも
・時間外労働
　→年720時間以内
・時間外労働＋休日労働
　→月100時間未満、２～６カ月平均80時間以内
　とする必要があります。　

③原則である月45時間を超えることができる
のは、年6カ月までです。

④法違反の有無は「所定外労働時間」ではなく
「法定外労働時間」の超過時間で判断されます

振り返ろう！時間外労働の上限規制

中部ブロック
変更後 変更前 発効日

富山 948 (908) 令和5年10月1日
石川 933 (891) 令和5年10月8日
福井 931 (888) 令和5年10月1日
長野 948 (908) 令和5年10月1日
岐阜 950 (910) 令和5年10月1日
静岡 984 (944) 令和5年10月1日
愛知 1027 (986) 令和5年10月1日
三重 973 (933) 令和5年10月1日

中国四国ブロック
変更後 変更前 発効日

鳥取 900 (854) 令和5年10月5日
島根 904 (857) 令和5年10月6日
岡山 932 (892) 令和5年10月1日
広島 970 (930) 令和5年10月1日
山口 928 (888) 令和5年10月1日
徳島 896 (855) 令和5年10月1日
香川 918 (878) 令和5年10月1日
愛媛 897 (853) 令和5年10月6日
高知 897 (853) 令和5年10月8日

東日本ブロック
変更後 変更前 発効日

青森 898 (853) 令和5年10月7日
岩手 893 (854) 令和5年10月4日
宮城 923 (883) 令和5年10月1日
秋田 897 (853) 令和5年10月1日
山形 900 (854) 令和5年10月14日
福島 900 (858) 令和5年10月1日
茨城 953 (911) 令和5年10月1日
栃木 954 (913) 令和5年10月1日
群馬 935 (895) 令和5年10月5日
埼玉 1028 (987) 令和5年10月1日
千葉 1026 (984) 令和5年10月1日
東京 1113 (1072) 令和5年10月1日
神奈川 1112 (1071) 令和5年10月1日
新潟 931 (890) 令和5年10月1日
山梨 938 (898) 令和5年10月1日

関西ブロック
変更後 変更前 発効日

滋賀 967 (927) 令和5年10月1日
京都 1008 (968) 令和5年10月6日
大阪 1064 (1023) 令和5年10月1日
兵庫 1001 (960) 令和5年10月1日
奈良 936 (896) 令和5年10月1日
和歌山 929 (889) 令和5年10月1日

九州ブロック
変更後 変更前 発効日

福岡 941 (900) 令和5年10月6日
佐賀 900 (853) 令和5年10月14日
長崎 898 (853) 令和5年10月13日
熊本 898 (853) 令和5年10月8日
大分 899 (854) 令和5年10月6日
宮崎 897 (853) 令和5年10月6日
鹿児島 897 (853) 令和5年10月6日

沖縄ブロック
変更後 変更前 発効日

沖縄 896 (853) 令和5年10月8日

北海道ブロック
変更後 変更前 発効日

北海道 960 (920) 令和5年10月1日
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サ
ー
ビ
ス
連
合
で
は
「
ホ
テ

ル
の
日
」
の
あ
る
11
月
を
「
メ

ニ
ュ
ー
表
示
適
正
強
化
月
間
」

と
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
３
年

秋
、
ホ
テ
ル
・
百
貨
店
・
レ
ス

ト
ラ
ン
等
が
、
メ
ニ
ュ
ー
表
示

と
異
な
る
食
材
を
使
用
し
て
消

費
者
に
料
理
を
提
供
し
て
い
た

と
の
事
実
が
相
次
い
で
判
明
し
、

こ
れ
を
受
け
て
消
費
者
庁
は
、

２
０
１
４
年
３
月
に
、
国
内
外

の
消
費
者
の
日
本
の
食
に
対
す

る
信
頼
を
失
墜
さ
せ
る
お
そ
れ

が
あ
る
と
し
て
、「
メ
ニ
ュ
ー
・

料
理
等
の
食
品
表
示
に
係
る
景

品
表
示
法
上
の
考
え
方
に
つ
い

て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
発
表

し
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
連
合
は
こ
の
食
品

表
示
問
題
を
重
く
受
け
止
め
、

加
盟
組
合
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

つ
う
じ
問
題
発
生
の
原
因
を
徹

底
的
に
究
明
し
、
再
発
防
止
に

む
け
必
要
な
対
応
を
検
討
す
る

た
め
設
置
し
た
「
食
品
表
示
問

題
対
策
チ
ー
ム
」
の
答
申
を
も

と
に
、
食
の
安
全
や
安
心
へ
の

対
応
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
社

会
・
消
費
者
か
ら
の
産
業
へ
の

信
頼
を
回
復
さ
せ
、
サ
ー
ビ
ス
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
の
健
全
な
発

展
を
促
す
た
め
、
２
０
１
４
年

７
月
に
「
食
品
表
示
問
題
に
関

す
る
報
告
」
を
取
り
ま
と
め
ま

し
た
。「
原
因
の
検
証
」
を
お
こ

な
い
、
報
告
書
の
中
で
「
知
識
・

意
識
に
関
す
る
課
題
」「
食
材
に

関
す
る
課
題
」「
人
財
に
関
す
る

課
題
」「
体
制
に
関
す
る
課
題
」

の
４
つ
の
視
点
で
取
り
ま
と
め

ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
連
合
で
は
、
今
年

憲
法
で
は
内
閣
が
国
会
召
集

を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

規
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
ど

ち
ら
か
の
議
院
の
総
議
員
の
４

分
の
１
以
上
か
ら
要
求
が
あ
っ

た
と
き
に
は
、
内
閣
は
そ
の
召

集
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

臨
時
国
会
の
会
期
は
、
そ
の

都
度
国
会
が
決
定
し
、
２
回
ま

で
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

秋
に
召
集
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

内
容
と
し
て
は
、
通
常
国
会
で

成
立
し
な
か
っ
た
法
案
や
経
済

対
策
の
た
め
の
補
正
予
算
案
審

議
や
緊
急
災
害
対
策
の
必
要
が

あ
る
と
き
に
召
集
さ
れ
、
通
常

国
会
の
よ
う
に
１
５
０
日
間
と

い
う
決
ま
っ
た
会
期
は
あ
り
ま

せ
ん
。
最
近
の
ケ
ー
ス
で
は
、

３
カ
月
以
内
の
会
期
で
開
か
れ

て
い
る
の
が
多
い
よ
う
で
す
。

度
も
メ
ニ
ュ
ー
表
示
の
適
正
化

に
む
け
た
問
題
を
風
化
さ
せ
な

い
取
り
組
み
と
し
て
、「
ホ
テ
ル

の
日
」の
あ
る
11
月
を
メ
ニ
ュ
ー

表
示
適
正
強
化
月
間
と
定
め
、

点
検
活
動
を
継
続
し
て
お
こ
な

い
ま
す
。

メ
ニ
ュ
ー
表
示
と
異
な
る
食

材
を
使
用
し
て
消
費
者
に
料
理

を
提
供
す
る
こ
と
は
、
景
品
表

示
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
「
優

良
誤
認
表
示
」
に
あ
た
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

個
々
の
表
示
が
「
優
良
誤
認

表
示
」
に
該
当
す
る
か
ど
う
か

は
、
料
理
名
だ
け
で
な
く
そ
の

他
の
文
言
や
写
真
な
ど
を
含
め
、

メ
ニ
ュ
ー
全
体
か
ら
消
費
者
が

受
け
る
印
象
や
認
識
が
基
準
と

な
り
ま
す
。

景
品
表
示
法
上
は
、

消
費
者
に
誤
認
さ
れ

る
お
そ
れ
が
あ
る
か

ど
う
か
が
不
当
表
示

基
準
に
な
り
ま
す
。
な

お
、
メ
ニ
ュ
ー
表
示
に

お
い
て
は
、
実
際
の
料

理
の
味
、
食
材
が
科
学

的
に
同
じ
か
ど
う
か

や
優
れ
て
い
る
か
ど

う
か
、
事
業
者
間
の
慣

習
等
は
考
慮
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

不
当
表
示
は
、
故

意
・
過
失
を
問
わ
ず

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
飲
食
店
が

故
意
に
メ
ニ
ュ
ー
表

示
と
異
な
る
食
材
を

使
用
し
た
場
合
だ
け

で
な
く
、
飲
食
店
に
食

材
を
納
入
し
て
い
る

業
者
が
食
材
を
偽
装
し
、
飲
食

店
が
そ
の
偽
装
に
気
づ
か
ず
メ

ニ
ュ
ー
表
示
を
誤
っ
た
場
合
で

あ
っ
て
も
、
飲
食
店
が
景
品
表

示
法
違
反
を
問
わ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
適
正
な

表
示
を
す
る
た
め
に
企
業
が
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
す
べ
き

か
を
示
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
た

め
企
業
は
自
ら
、「
自
社
に
と
っ

て
の
適
正
な
メ
ニ
ュ
ー
表
示
」

や
「
そ
の
適
正
な
メ
ニ
ュ
ー
表

示
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制

や
仕
組
み
」
を
検
討
し
、
そ
れ

ら
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

飲
食
に
係
る
企
業
は
、
日
頃

か
ら
食
中
毒
を
防
止
す
る
た
め

の
食
品
衛
生
に
関
す
る
取
り
組

み
や
顧
客
満
足
度
を
向
上
さ
せ

る
た
め
の
接
客
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
が
、
企
業
や
労
働
組
合

は
、
労
使
双
方
で
そ
れ
ら
の
取

り
組
み
の
中
に
景
品
表
示
法
違

反
防
止
対
策
を
織
り
込
み
、
効

率
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

具
体
的
な
違
反
例

・�「
ビ
ー
フ
ス
テ
ー
キ
」
や
「
ス

テ
ー
キ
」
と
メ
ニ
ュ
ー
に
表

示
し
て
あ
る
も
の
が
実
際
に

は
牛
肉
の
成
形
肉
だ
っ
た
。

・�

メ
ニ
ュ
ー
に
「
国
産
和
牛
の

ス
テ
ー
キ
」
と
表
示
し
て
い

る
の
に
、
実
際
に
は
国
産
和

牛
で
は
な
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
産
の
牛
肉
だ
っ
た
。

11
月
は
メ
ニ
ュ
ー
表
示
適
正
強
化
月
間

臨
時
国
会
が
開
会

ま
た
、
衆
議
院
議
員
の
任
期
満

了
に
よ
る
総
選
挙
や
参
議
院
議

員
の
通
常
選
挙
が
お
こ
な
わ
れ

た
後
に
は
、
必
ず
臨
時
国
会
を

召
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

過
去
に
は
最
長
１
６
３
日

間
に
わ
た
る
臨
時
国
会
が
開

か
れ
た
年
も
あ
り
ま
し
た
。

（
１
９
８
８
年
消
費
税
導
入
を
審

議
し
た
際
の
臨
時
国
会
）

物
価
高
騰
の
経
済
対
策
の
実

現
を
目
指
し
、
10
月
20
日
に
召

集
さ
れ
た
臨
時
国
会
で
は
、
補

正
予
算
を
編
成
す
る
動
き
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
大
き

な
柱
と
し
て
、
具
体
的
に
は
、

①
物
価
高
対
策
と
経
済
の
足
場

固
め
②
構
造
的
賃
上
げ
と
投
資

拡
大
の
流
れ
の
強
化
③
人
口
減

少
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
社
会

変
革
④
国
民
の
安
全
・
安
心
の

確
保
の
４
本
柱
が
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
い
た
ず
ら
に
規
模
の

大
き
な
経
済
対
策
に
膨
れ
上
が

ら
せ
る
こ
と
を
避
け
、
緊
急
性

が
あ
る
政
策
に
し
っ
か
り
と
絞

り
込
み
、
国
民
生
活
の
安
定
に

資
す
る
経
済
対
策
と
な
る
よ
う
、

議
論
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
強
く

望
み
ま
す
。

・�

メ
ニ
ュ
ー
に「
△
△（
地
域
名
）

野
菜
使
用
」
と
表
示
し
て
い

る
が
、
実
際
に
は
、
△
△
（
地

域
名
）
野
菜
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
以
外
の
地
域
の
野
菜
を

多
く
使
用
し
て
い
た
。

・�「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
と
表
示
し
て

い
る
が
、
実
際
に
は
ス
パ
ー

ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
を
コ
ッ
プ

に
注
い
で
提
供
し
て
い
た
。

・�「
山
形
県
産
は
え
ぬ
き
使
用
」

と
メ
ニ
ュ
ー
等
に
表
示
し
て

い
る
が
、
実
際
に
は
山
形
県

産
の
品
種
の
ブ
レ
ン
ド
米
を

使
用
し
て
い
た
。

10
月
か
ら
は
ス
テ
ル
ス
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
（
ス
テ
マ
）
に
つ
い
て

の
規
制
が
始
ま
り
ま
し
た
。
広

告
表
示
の
徹
底
な
ど
が
求
め
ら

れ
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
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労
働
運
動
の
基
盤
は
組
合
員

の
強
固
な
団
結
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

更
に
組
合
員
の
数
の
力
も
ま
た

重
要
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
脱

し
つ
つ
あ
る
今
は
組
織
基
盤
の

強
化
と
と
も
に
更
な
る
組
織
拡

大
の
好
機
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
連

合
は
、
結
成
以
来
10
万
人
組
織

を
目
指
し
て
組
織
拡
大
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
第
20
回
中
央
委

員
会
で
確
認
さ
れ
た
「
10
万
人

組
織
へ
の
プ
ロ
セ
ス
」「
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
」
に
も
と
づ
き
組
織
拡

大
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
２
０
２
４
年
度
ま
で
の
中

期
的
な
目
標
４
つ
の
柱
の
ひ
と

つ
、「
団
結
力
の
向
上
」
と
し
て

２
０
２
５
年
ま
で
に
７
万
人
組

織
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
度
よ
り
組
織

拡
大
の
再
構
築
に
む
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、
集
中
取
り
組
み

期
間
を
11
～
12
月
に
設
定
し
、

活
動
期
の
比
較
的
早
い
時
期
に

サ
ー
ビ
ス
連
合
全
体
で
足
並
み

を
揃
え
、
加
盟
組
合
へ
組
織
拡

大
の
支
援
を
お
こ
な
い
ま
す
。

集
中
取
り
組
み
期
間
に
お
い
て
、

組
織
拡
大
に
お
け
る
課
題
感
を

加
盟
組
合
と
共
有
し
、
加
盟
組

合
が
組
織
拡
大
の
意
識
づ
け
を

サービス連合の組合員は誰でも利用できます。法律に関することならどんな内容で
も構いません。相談内容は一切秘密にされ相談者の名前や相談内容が外部に漏れ
ることはありません。労働組合に対しても本人の了解なく漏らすことはありません。

開催日時と会場
毎月第２水曜日　18時30分～20時30分
「サービス連合本部」（東京）
ご希望の場合はサービス連合本部にご連絡ください。

※サービス連合の顧問弁護士事務所である「東京共同法律事務所」、ならびに「ナンバ合同法律事務所」では、組
合員からの相談を直接受けつけています（初回相談無料）。「サービス連合の○○組合」と「相談者の名前」をお伝
えください。相談内容の秘密は厳守されますので、ひとりで悩まずにご相談ください。

東京共同法律事務所

03-3341-3133(東京)
ナンバ合同法律事務所

06-6633-5777(大阪)

※電話相談及び初回の面談相談は無料ですが、事件として委任した場合や
　文書作成などを依頼した場合は有料となります。

組合員向け 無料法律相談のご案内ひとりで悩んで
いませんか?

11
月
に
入
り
、
立
冬
間
近
の

澄
ん
だ
空
に
心
が
洗
わ
れ
ま
す
。

立
冬
と
は
秋
に
終
わ
り
を
告
げ
、

冬
に
む
け
た
支
度
が
始
ま
る
季

節
で
す
。
と
は
い
っ
て
も
、
今

年
も
秋
を
感
じ
る
こ
と
が
な
い

ま
ま
、冬
に
突
入
し
そ
う
で
す
。

今
年
５
月
の
感
染
症
分
類
の
変

更
に
伴
い
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も

復
調
し
、
日
本
各
地
に
海
外
か

ら
の
お
客
様
の
姿
が
見
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
訪

日
観
光
客
を
対
象
と
し
た
各
種

の
調
査
で
は
、
訪
問
先
と
し
て

日
本
を
選
ぶ
理
由
と
し
て
、
日

本
の
四
季
や
自
然
の
魅
力
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
四

季
で
あ
る
春
夏
秋
冬
は
、
観
光

資
源
そ
の
も
の
で
あ
り
、
日
本

の
大
き
な
魅
力
と
い
え
る
の
で

「組織外・知人紹介組織拡大ポスター」

編

後
集

記

強
化
し
、
加
盟
組
合
内
と
加
盟

組
合
関
連
企
業
の
組
織
拡
大
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
内
容
と
し
て
、
先
ず

執
行
部
内
で
確
認
す
る
内
容
は

①
組
織
拡
大
の
必
要
性
の
議
論

②
企
業
内
の
組
織
率
の
把
握
③

関
連
企
業
に
お
け
る
最
新
の
雇

用
労
働
者
の
概
数
を
把
握
④
把

握
し
た
人
数
を
も
と
に
組
織
拡

大
の
準
備
に
向
け
た
取
り
組
み

手
順
を
執
行
部
で
共
有
し
意
識

醸
成
を
は
か
る
。
①
～
④
の
取

り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い
る
加

盟
組
合
に
お
い
て
は
、
執
行
委

員
会
等
で
進
捗
状
況
を
確
認
し
、

課
題
の
抽
出
や
取
り
組
み
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
策
定
・
点
検
を
お

こ
な
い
組
織
拡
大
を
す
す
め
組

織
化
を
達
成
す
る
こ
と
と
し
ま

す
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
連
合
の

加
盟
組
合
の
取
り
組
み
支
援
と

し
て
は
①
加
盟
組
合
の
希
望
に

応
じ
て
準
備
段
階
か
ら
執
行
委

員
会
な
ど
の
会
議
体
へ
の
参
加

や
学
習
会
、
説
明
会
、
職
場
集

会
の
開
催
や
、
組
織
拡
大
に
取

り
組
む
手
順
書
の
作
成
な
ど
、

要
望
に
応
じ
て
支
援
す
る
②
組

織
拡
大
の
取
り
組
み
好
事
例
や

成
果
を
機
関
紙
「
サ
ー
ビ
ス
連

合
」
に
掲
載
し
、
加
盟
組
合
に

「加盟組合内・組織拡大ポスター」

組織拡大集中取り組み期間

す
が
、
昨
今
で
は
地
球
温
暖
化

を
起
因
と
す
る
地
球
環
境
の
変

化
に
よ
り
、
季
節
の
う
つ
ろ
い

を
感
じ
る
こ
と
も
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。サ
ー
ビ
ス
連
合
は
、

２
０
１
８
年
度
の
重
点
政
策
と

し
て
「
地
球
温
暖
化
に
対
す
る

取
り
組
み
」
を
掲
げ
ま
し
た
。

当
時
の
議
論
を
振
り
返
る
と
、

な
ぜ
サ
ー
ビ
ス
連
合
が
重
点
政

策
と
し
て
地
球
温
暖
化
な
の

か
？
と
い
っ
た
声
も
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
後
に
起
き
た
想
定

を
超
え
る
よ
う
な
自
然
災
害
を

経
験
し
た
い
ま
、
人
流
・
物
流

を
担
う
産
業
の
担
い
手
と
し
て
、

も
う
他
人
事
で
は
済
ま
さ
れ
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
地
球
を

舞
台
に
、
飛
躍
す
る
産
業
と
し

て
、
私
た
ち
も
目
を
背
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
局
面
に
あ
り
ま

す
。�

（
Ｓ
．
Ｉ
．）

周
知
を
お
こ
な
う
③
組
織
率
に

応
じ
た
手
順
に
つ
い
て
の
相
談

を
受
け
付
け
る
な
ど
、
加
盟
組

合
の
支
援
を
す
る
④
２
０
２
４

春
季
生
活
闘
争
に
お
い
て
組
織

拡
大
に
関
す
る
要
求
を
検
討
し

て
い
る
加
盟
組
合
に
は
必
要
に

応
じ
て
要
求
案
策
定
の
支
援
を

す
る
、
以
上
の
取
り
組
み
を
お

こ
な
い
ま
す
。

ま
た
、
未
組
織
企
業
・
未
加

盟
労
組
に
つ
い
て
は
産
業
を
代

表
す
る
企
業
、
企
業
規
模
、
地

域
性
を
考
慮
し
「
対
象
リ
ス
ト
」

を
サ
ー
ビ
ス
連
合
会
員
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
未

組
織
企
業
・
未
加
盟
企
業
に
お

勤
め
の
知
人
情
報
の
紹
介
を
お

願
い
し
ま
す
。（
未
組
織
企
業
は

労
働
組
合
が
な
い
企
業
、
未
加

盟
労
組
と
は
労
働
組
合
が
あ
る

も
の
の
産
業
別
労
働
組
合
に
加

盟
し
て
い
な
い
労
働
組
合
の
こ

と
で
す
。）
皆
さ
ん
の
情
報
が
重

要
な
〝
カ
ギ
〟
と
な
り
ま
す
。

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、「
加
盟
組
合
内
・
組

織
拡
大
ポ
ス
タ
ー
」「
組
織
外
・

知
人
紹
介
組
織
拡
大
ポ
ス
タ
ー
」

を
２
種
類
作
成
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
活
用
下
さ
い
！


